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４月１５日の例会報告 
会 長 の 時 間 
 本日は、吉田ガバナー補佐をお迎えしております。
例会前に本年度の事業経過報告などを通じまして、
いろいろとご指導いただきました。本日は大変お忙
しい中、ありがとうございました。 
 さて、私も含めて高齢の経営者にとりましては、幾
分、昭和の概念が残っているのですが、昨今の労
働時間に対する「一日の終わり」の概念というものは
随分と変わりました。私が経験してきた社会人生活
では、一日の終わりとは、仕事が一段落したときの
時間でございました。しかし、今は雇用契約におけ
る就業時間が終われば一日の終わりと解釈されます。
そして、法律上では、残業なども含めて１分単位で
賃金を支払わなければなりません。 
 それでは、仕事が終わっていない場合はどうする
のか。今はセキュリティーやコンプライアンスの関係
で、家に仕事を持ち帰るのが大変難しい時代です。
そうなれば、「まだできていないのか」と叱責するかと
いうと、これも言い方を間違えてしまえばパワハラに
なってしまいます。「早く帰れ」と「まだできていない
のか」は両立できないわけです。 
 就業時間の業務効率化のために、ＩＴやＤＸがもて
はやされています。しかし、これについても、いかに
優れたシステムであっても、着信したメールや資料
などをタイムリーに見ていない場合や、システムが本
来求めている価値、ルールを十分に熟知していな
いなどの問題が横たわったままでは、双方向のコミ
ュニケーションがうまくいかない場合があります。合
理化と手抜きはまるで意味が違います。つまり、「任
せたで」と「ほったらかし」は紙一重なのです。業務
効率化のために、ＤＸ、いわゆるデジタルトランスフ
ォーメーションを導入するのであれば、なおさら、報
告・連絡・相談、いわゆる報・連・相が本当に大切に
なってきたと考えております。 

 
幹 事 報 告 
◎納税協会駐車場の件 
駐車場をご提供いただいております納税協会様

より、変更になった鍵をお預かりいたしました。引き
続き納税協会の駐車場はご利用いただけます。 
◎大船渡大規模山林火災被害支援のお願い 
先週、募金箱を回しましたところ、皆様のご厚意

により、１０万６０００円の募金を頂きました。早速、４
月８日、ＲＩ第２６５０地区災害対策基金に入金させて
いただきました。皆さん、どうもありがとうございました。 
ゲ ス ト 
吉田勝亮様（第２６５０地区ガバナー補佐） 
岡本高昌様（地区ローターアクト代表） 
竹岡遼弥様（大和高田ＲＡＣ） 
誕 生 日 祝 
世古千代子会員( 4月18日) 
２６５０地区より会員歴５０年以上表彰 
村島靖一郎会員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員会報告及びその他報告 
〇社会奉仕委員会  吉岡弘修委員長 
 本日例会終了後、最終の打合せをいたしますので、
参加予定者の方はお残りください。その際、ロータリ
ークラブのジャケットをお配りいたしますのでお持ち
帰りください。当日は９時からしか開館できないため、
開場と同時に受付となります。前日の１９日１８時から
準備させていただきます。１時間程度で終わると思
いますので、ご協力の程お願いいたします。 
〇趣味の会委員会  垣本喜己委員長 
 明日、花吉野カンツリー俱楽部で南輪会ゴルフコ
ンペを開催いたします。ご参加の方はスタート時間
の３０分前までに受付をしていただきますようにお願
いいたします。 
 ６月７日（土）大和高田ライオンズクラブと大和高田
ＲＣでローラー会のゴルフコンペを開催いたします。
また、６月１２日（木）には趣味の会ゴルフコンペを花

 
「日々感動を求めて」 
  (株)ダイワマネジメント 
  キャリアコンサルタント 片岡佳永 様 
 

本日の例会 (４月２２日) 

 
「仕事で自分を磨く」 
   
  (有)和光研磨      阿部潤二 様 
  

次回の例会 (５月１３日) 



吉野カンツリー俱楽部で開催いたします。そして、５
月２７日（火）１８時から、恵比寿クラブをイタリアンレ
ストラン、マガジーノで開催いたします。いずれもご
参加の程よろしくお願いいたします。 
〇高田地区情報集会  西田陽昭世話人 
 ４月２２日（火）６時から�甚で情報集会を開催いた
します。変更等ございましたら、私か鵜山会員、また
は事務局までご連絡をお願いいたします。 
ニ コ ニ コ 箱 
・本日はよろしくお願いします。 
 奈良第２グループガバナー補佐 吉田勝亮様 
・吉田ガバナー補佐、本日のご訪問ありがとうござい
ます。先週の第２グループ会長・幹事会では、大変
お世話になりました。 池木啓仁会員 
・誕生日、結婚祝いを頂きありがとうございました。感
謝の気持ちをさらにふくらませて頑張ります。今日は
国際奉仕の発表、頑張ります。 髙木美香会員 
・本日はローターアクトの国際事業の発表の時間を
いただき、ありがとうございます。 川中教正会員 
・第５回クラブフォーラム（国際奉仕）、髙木国際奉仕
委員長、岡本ローターアクト地区代表、卓話楽しみ
にしております。 丸野正徳会員 
・岡本ローターアクト地区代表、よろしくお願いしま
す。 鈴木勝士会員 
・髙木様、卓話楽しみにてしいます。 
 世古千代子会員 
・本日、ローターアクトの発表で当社社員が担当しま
す。皆様、聞き苦しいところはあると思いますが、よ
ろしくお願いします。 川村英亮会員 
・岡本君頑張ってください。 松村裕玄会員 
・當麻の練り供養、菩薩への道は大変でしたが、多
くの人が支える日本の伝統文化にありがたく感謝で
す。 杦村喜芳会員 
・杦村さん、牧浦さん、昨日はありがとうございました。 
 川中光教会員 
・川中会員お二人には大変お世話になり、ありがとう
ございました。 牧浦  徹会員 
・先日、孫のお食初めを祝いました。 酒本將稔会員 
第５回クラブフォーラム（国際奉仕） 

    髙木美香国際奉仕委員長 
 本年度のカナダ・カルガリーで
行われる国際大会につきまして
は、人数が集まらなかったため、
中止とさせていただきました。申し
訳ございませんでした。 
 本日は、姉妹クラブであるリズモ

ー西ＲＣとの交流再開についてお話しさせていただ
きます。 
 大和高田市とオーストラリアリズモー市との関わり
は、１９６３年から始まりました。第二次世界大戦にお
いて日本からの攻撃を受け、反日感情がまだ残って
いたオーストラリアでしたが、１９５２年に高田カトリッ
ク協会にリズモー市からパウロ・グリン牧師が就任さ
れました。そこで、１９６３年に、日本に幼稚園が必要
と感じた牧師と、その当時の名倉大和高田市長が共
同で提携を始めたのがきっかけとなっております。 
 その後、リズモー西ＲＣから、スポンサーとなってい
る交換学生のホストとして努力してほしいと、大和高 
 
 
 
 
 

田ＲＣに連絡が来ました。これが姉妹クラブ提携のき
っかけとなりました。 
 その後、数多くの交流がございましたが、コロナ禍
により交換学生が中止となり、行事が途絶えておりま
した。近年は水害に対し、大和高田ＲＣから義援金
を送るなどしております。 
 私自身、国際奉仕委員長を３回も務めさせていた
だきましたので、当クラブの６５周年に間に合うよう、
何らかの形で交流再開に向けたご報告をしたいとい
う思いを持っております。リズモー西ＲＣを訪問した
いと言っていただいている会員の方も多くいらっしゃ
いますので、まずは４月２９日にはZoomにて交流し、
未来につなげるように国際奉仕を頑張っていきたい
なと思っております。 

岡本高昌第２６５０地区ローターアクト代表 
 ＲＩ第２６５０地区のローターアクト
クラブは、２０２５年２月２２日から２
泊３日の行程で香港へ海外研修
に行ってまいりました。大和高田Ｒ
ＡＣからも４名参加させていただき
ました。大和高田ＲＣの皆様からも
ご支援をいただきましてありがとう

ございました。 
 この海外研修はコロナ前からストップしておりまし
たが、今回、私が地区代表になって復活させていた
だきました。２月２２日から２４日の３日間、ＲＩ第３４５０
地区の香港に行ってまいりました。参加者はロータ
ーアクター１０名、ロータリアン４名、ほかローターア
クターの友人１名の計１５名でした。ＲＩ第３４５０地区
は香港、マカオ、モンゴルと中国の一部を含む、大
変広い地区となっております。ロータリークラブは、
香港に８４クラブ、マカオに８クラブ、モンゴルに２１ク
ラブ、総勢２８００名程度のロータリアンが活動されて
います。 
 今回、一緒に奉仕活動をしたのはヴィクトリアＲＣと
同ＲＡＣです。現地で行った奉仕事業は、ご寄附い
ただきました物資を、ホームレスの方や貧困世帯の
方にお配りするという活動です。物資は、食料品や
日用品ですが、ただお渡しするだけではなく、生活
の様子をお尋ねし、広東語で「あなたが健康であり
ますように」と声をかける活動でした。 
 路上生活者の方が寝ていらしたら、無理に起こす
のではなく、支援物資を置かせていただいて、メッセ
ージカードを添えて離れるなど、配慮をさせていた
だきました。 

大和高田ＲＡＣ 竹岡遼弥様 
 私も一緒に支援活動をさせてい
ただきました。現地のヴィクトリアＲ
Ｃ、ＲＡＣの方から教わりましたの
は、ただ物資を渡すのではなくて、
被支援者の方の笑顔と手のひらを
しっかり見てくださいということでし

た。まずコミュニケーションを取って、笑顔を見てか
ら物資を渡します。そして、手のひらをしっかり触っ
て、どういった苦労をされているのか、困っているの
かというのをお尋ねした上で支援物資を渡しました。 

 
 
 

 
出席報告 
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出席率 

４月15日 89 58 52 ６ 2 31 21 1 95.00％ 
４月８日 89 58 48 10 4 31 25 0 92.77％ 
４月１日 89 58 50 8 2 31 21 3 92.68％ 

※食品ロスの削減に努めましょう。（４月１日の弁当残数は２個） 

 

 

 


